
９
月
１
日
（
土
）
秋
田
県
消
防
学
校
に
お
い
て
「
第

回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鹿
角

支
部
か
ら
は
、
鹿
角
市
消
防
団
第
５
分
団
と
小
坂
町
消
防

団
第
４
分
団
が
出
場
し
、
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

鹿角広域行政組合消防本部管内
出 動 件 数

平成３０年１月～平成３０年９月末

総出動件数 １４２５ 件

①火 災 ２５件

②救 急 １１７７件

③救 助 ３１件

④そ の 他 １９２件

消
防

第

号

平
成

年

編
集
・
発
行
：
鹿
角
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部･

消
防
署

秋
田
県
消
防
協
会
鹿
角
支
部

鹿

角

か

づ
の

忘
れ
て
な
い
？
サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
火
の
確
認

平
成

年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
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今
年
は
全
国
的
に
豪
雨
災
害
が
多
く
、
鹿
角
で
も
台
風
に
よ
り
倒
木
や
屋
根

が
剥
が
さ
れ
る
等
の
被
害
も
あ
り
ま
し
た
。
９
月
に
は
最
大
震
度
７
の
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
対
し

て
、
避
難
の
準
備
や
食
糧
の
備
蓄
を
し
、
緊
急
時
の
行
動
に
つ
い
て
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

○
非
常
食
等

・
飲
料
水
３
日
分
（
１
人
１
日
３
リ
ッ
ト
ル
）

・
缶
詰
や
レ
ト
ル
ト
食
品
、
カ
ッ
プ
麺
等

○
防
災
グ
ッ
ズ

・
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
と
ボ
ン
ベ
、
ラ
ッ
プ
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
布
粘
着
テ
ー
プ

・
ラ
イ
タ
ー
や
マ
ッ
チ
、
ロ
ー
ソ
ク
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
笛
、

・
懐
中
電
灯
、
長
靴
、
革
製
手
袋
、
万
能
ナ
イ
フ
、
ロ
ー
プ
、
工
具

・
マ
ス
ク
、
タ
オ
ル
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
お
し
り
拭
き

・
持
病
の
薬
、
携
帯
カ
イ
ロ
、
毛
布
、
簡
易
ト
イ
レ

暖房器具の取扱いに注意しましょう！

全
国
で
は
年
間

約
４
万
件
の
火
災

が
発
生
し
、
そ
の

半
数
以
上
が
建
物

火
災
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
季

節
、
暖
房
器
具
の

使
用
が
多
く
な
り

ま
す
の
で
、
取
扱

い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
注
意
す
る
ポ
イ
ン
ト

１
．
不
安
定
な
場
所
に
設
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

２
．
近
く
に
カ
ー
テ
ン
、
家
具
な
ど
燃
え
や
す
い

物
を
置
い
て
い
ま
せ
ん
か
？

３
．
洗
濯
物
を
上
に
干
し
た
り
、
近
く
で
乾
か
し

て
い
ま
せ
ん
か
？

４
．
就
寝
時
や
外
出
時
は
消
し
て
い
ま
す
か
？

５
．
ス
プ
レ
ー
缶
を
付
近
に
置
い
て
い
ま
せ
ん
か
？

第55回秋田県消防操法大会へ出場

水
難
救
助
訓
練
の
実
施

災害に万全な準備を

【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
】

第
２
位

小
坂
町
消
防
団
第
４
分
団

【
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
】

第
２
位

鹿
角
市
消
防
団
第
５
分
団

近
年
、
豪
雨
災
害
や
台
風
に
よ
る
河
川
の

増
水
な
ど
水
に
よ
る
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま

す
。鹿

角
消
防
で
も
、
潜
水
士
の
資
格
を
有
す

る
隊
員
が
、
流
水
救
助
訓
練
（
水
に
流
さ
れ

て
い
る
人
を
助
け
る
訓
練
）
や
潜
水
救
助
訓

練
（
水
に
沈
ん

で
い
る
人
を
助

け
る
訓
練
）
な

ど
の
水
難
救
助

訓
練
を
継
続
的

に
行
っ
て
い
ま

す
。
迅
速
な
要

救
助
者
の
救
出

の
た
め
、
知
識

技
術
の
習
得
に

努
め
て
い
ま
す
。

【
優
秀
選
手
賞
】

指
揮
者

班
長

亀
田
憲
人

【
優
秀
選
手
賞
】

３
番
員

団
員

安
保
崇
司



鹿角市、小坂町で発生した災害情報を携帯電話やパソコンにｅメールで配信しています。

登録のしかたは市・町のメールアドレスへ空メールを送信するだけ！

返信されたメールに記載されたＵＲＬへ接続し、希望する情報をチェックし、登録完了です。

氏名や連絡先を入力する必要はありません。右のＱＲコードでもＵＲＬを取得できます。

詳しくは、鹿角市・小坂町のホームページをご覧ください。

情報配信メール登録用ｅメールアドレス

鹿角市：e-kazuno@xpressmail.jp 小坂町：e-kosaka@xpressmail.jp

メール登録用
ＱＲコード

鹿角市

小坂町

火事はどこ？ 今のサイレンは何？ １１９番への問い合わせはご遠慮願います。

災害情報案内サービス ０１８６（３０）１７２０

①１１９番通報

（外国語）

三者間通話

②転送
外国語通訳依頼

（日本語）

③通話内容
伝達･確認
（外国語）

④通話内容

消防本部外国人通報者

電話通訳コールセンター
（民間事業所）

外国語からの１１９通報の対応
１
．
乾
電
池
の
交
換
を
忘
れ
ず
に
。

・
乾
電
池
タ
イ
プ
の
火
災
警
報
器
は
、
電

池
の
交
換
が
必
要
で
す
。

２
．

年
を
め
ど
に
機
器
の
交
換
が
必
要
で
す
。

・
火
災
警
報
器
の
交
換
は
、
機
器
に
交
換

時
期
を
明
記
し
た
シ
ー
ル
が
貼
っ
て
あ
る

か
、
音
な
ど
で
交
換
時
期
を
知
ら
せ
ま
す
。

３
．
定
期
的
に
作
動
す
る
か
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

・
１
ヵ
月
に
１
度
を
目
安
に
、
火
災
警
報

器
が
鳴
る
か
点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
通
訳
者
を
介
し
た
三
者

通
話
に
よ
り
、
活
動
の
円

滑
化
が
期
待
で
き
ま
す
。

電
話
通
訳
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
で
は
、
英
語
、
中
国
語
、

韓
国
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

な
ど

言
語
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

９
月

日
に
鹿

角
市
役
所
周
辺
で

「
か
づ
の
元
気
フ

ェ
ス
タ
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

地
震
体
験
車
の

展
示
や
初
期
消
火

訓
練
、
ロ
ー
プ
渡

り
体
験
な
ど
通
し

て
、
多
く
の
来
場

者
に
防
災
体
験
を

し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

７
月

日
に
十

和
田
大
湯
字
田
代

平
に
あ
る
風
力
発

電
機
で
、
作
業
員

が
負
傷
し
た
と
い

う
想
定
で
救
助
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。風

力
発
電
機
は

地
上
か
ら
高
さ
約

ｍ
で
、
狭
い
内

部
で
安
全
に
救
助

活
動
で
き
る
よ
う

活
動
方
法
を
確
認

し
ま
し
た
。

（
協
力
：
ユ
ー
ラ

ス
テ
ク
ニ
カ
ル
サ

ー
ビ
ス
北
秋
田
事

業
所
）

点
検
方
法

伝達･確認

（日本語）

日本語外国語

救急隊員外国人

通訳依頼

電話通訳センター
（民間事業所）

電話機を交互に受け渡し
または、スピーカーに切り替え会話

現場での救急隊対応

○
鹿
角
消
防
で
は
外
国
人

か
ら
の
１
１
９
通
報
や
、

現
場
で
の
救
急
隊
対
応
の

た
め
、
電
話
通
訳
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
多

言
語
通
訳
サ
ー
ビ
ス
の
運

用
を
開
始
し
ま
し
た
。

住宅用火災警報器の維持

管理をお願いします
多言語通訳サービスの運用について

か
づ
の
元
気
フ
ェ
ス
タ
に
参
加

高所、狭所での

救助訓練を実施

３つの

ポイント
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